






要約:乳幼児死亡は、年を追って改善されているが、不慮の事故に原因する死亡はほとんど

改善されていない。本研究では、死亡に到らない事故災害について、事故の原因、傷害の

性状の実態を把握するとともに、その実態から事故災害を防止するための理論的な構築を

したものである。 

また、保育園・幼稚園における事故災害の実態を踏まえ、施設における事故防止対策に対

する検討も試みた。尚、理論の具体化に関しては今後の課題として残された。 


